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　　１）ＤＤＳ－ＶＦＯを設定するにあたり、必要とするシステムの周波数関係を、整理しておきます。

　　　　＝　用語の説明　＝

　　　　　　　・ＶＦＯ　Ｆｒｅｑ　・・・　　必要とするＶＦＯの周波数　
　　　　　　　・ＩＦ－Ｆｒｅｑ　　　・・・　フィルタ－のセンタ－周波数
　　　　　　　・ＬＣＤ　　　　　・・・　　実際に表示する周波数（ＬＣＤ表示器）
　　　　　　　・Ｂａｎｄ－Ｗｉｄｔｈ　・・　バンド幅
　　　　　　　・ＶＦＯ－Ｍｏｄｅ　　・・　ＶＦＯ発振周波数とフィルタ－周波数から、ＬＣＤに運用周波数を表示させるために
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３種類の計算モ－ドを、持っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）　ＬＣＤ　＝　ＶＦＯ（Ｆｒｅｑ）　＋　ＩＦ（Ｆｒｅｑ）　　－－　Ｎｏｒｍａｌ　ＶＦＯ　と呼びます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）　ＬＣＤ　＝　ＶＦＯ（Ｆｒｅｑ）　－　ＩＦ（Ｆｒｅｑ）　　－－　Ｎｏｒｍａｌ　ＶＦＯ　と呼びます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）　ＬＣＤ　＝　ＩＦ（Ｆｒｅｑ）　－　ＶＦＯ（Ｆｒｅｑ）　　－－　Ｒｅｖｅｒｓｅ　ＶＦＯ　と呼びます。

　　　　　　　　　　　　                 ＊各モ－ドごとの実際の設定例＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）ＶＦＯ＝１２ＭＨｚ、ＩＦ＝９ＭＨｚ　で２１ＭＨｚを運用する場合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＣＤ表示　＝　１２ＭＨｚ　＋　９ＭＨｚ　　－－－－　ノ－マルＶＦＯとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）ＶＦＯ＝１２ＭＨｚ、ＩＦ＝５ＭＨｚ　で７ＭＨｚを運用する場合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＣＤ表示　＝　１２ＭＨｚ　－　５ＭＨｚ　　－－－－　ノ－マルＶＦＯとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）ＶＦＯ＝５ＭＨｚ～５．５ＭＨｚ、ＩＦ＝９ＭＨｚ　で３．５ＭＨｚを運用する場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＣＤ表示　＝　９ＭＨｚ　－　５．５ＭＨｚ　　－－－－　リバ－スＶＦＯとなります。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　                 これを踏まえて、ＰＬＬ－ＶＦＯを設定する前に、使用する周波数を、求めておきます。

　　　　　　　　・ＶＦＯ－Ｌｉｍｉｔｅｒ　　・・　バンドエッジ以上は、周波数が変化しないようにすることです。

　　　　　            -- 次に、スイッチ関係の説明です。

                  ・ENTER-Key　　　　・・・　基板上にある、スイッチです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＶＦＯ発振周波数や、ＩＦ周波数を設定後、決定する際押してください。
　　　　　　　　・ＳＴＥＰ-Key　　　　　・・・　これも基板上にあるスイッチです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくつかの項目を選択する際、ＥＮＴＥＲ－Ｋｅｙ、ＳＴＥＰ－Ｋｅｙで選択します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＴＥＰ－Ｋｅｙは、ＶＦＯを使うとき、エンコ－ダ－を動かした時の、ステップ周波数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選択にも、使われています。（外部にスイッチを接続）
　　　　　　　　　
　　　　　以上が、ＰＬＬ－ＭｏｎｏＢａｎｄ－ＶＦＯ設定時に使用する、用語となります。
　　　　　　　　　　　　

　　２）リセット（やり直し）の説明

　　　　１）設定をしていて、間違えてしまったり、設定内容を変更したい時は、リセットして初めから設定してください。
　　　　　２）リセットは、「ＳＴＥＰ－Ｋｅｙ」を、押しながら、電源を入れると、設定初期画面になります。
　　　　　３）ＰＬＬ－ＶＦＯの、設定内容を変えたい時も、「ＳＴＥＰ－Ｋｅｙ」を、押しながら電源を入れてください。

　　３）設定方法・・・　初めて電源を入れたとき、下記の順序で、ＶＦＯシステムを設定してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　注：　ロタリ－エンコ－ダ－は、配線しておいてください。
　　　　
　　　　０１）オ－プニング・メッセ－ジの表示

　ａ）キットを組み立て、始めて電源をつなぐと、左の様なオ－プニングメッセ－ジが
　　　表示されます。そのまま、待ってください次へ進みます。

　

        ０２）ＶＦＯ発振周波数設定のオ－プニング・メッセ－ジ
　
　ａ）ＶＦＯの発振周波数の設定を始める、オ－プニングメッセジが、表示されます。
　　　そのまま、待ってください次へ進みます。

　

　　　



　　　　　０３）ＶＦＯ発振周波数設定（ＶＦＯ最低周波数を設定してください。）

　ａ）左の画面が表示されましたら、ＶＦＯの発振周波数設定となります。
　　　設定する周波数は、ＶＦＯ周波数の低い周波数を、設定してください。
　　　これは、リバ－スＶＦＯ時も、同じです。
　ｂ）１０ＭＨｚからスタ－トします。
　ｃ）周波数を変えるには、ロ－タリ－エンコ－ダ－を回してください。
　　　初期変化値＝１００ＫＨｚで、変化します。
　ｄ）１００ＫＨｚ台で周波数を決めている途中で、「ＳＴＥＰキ－」を
　　　押すと、Ｓｔｅｒｐ値が、１ＫＨｚになります。これで、４５５ＫＨｚなどの
　　　１ＫＨｚ台を決めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅ）周波数が設定しましたら、「ＥＮＴＥＲ－Ｋｅｙ」を、押してください。

　　　　　０４）バンド幅設定のオ－プニングメッセ－ジ
　
　ａ）次に、ＶＦＯのバンド幅を設定します。このまま待ってください。
　　　次に進みます。　

　

　　　　
           ０５）バンド幅の設定

　ａ）ＶＦＯのバンド幅を、選んで指示されたキ－を、押してください。
　　　２００ＫＨｚ、５００ＫＨｚのみの選択ですが、バンド幅を無制限で使いたい
　　　方（例えば、５０ＭＨｚでバンド幅を１ＭＨｚ取りたい方など）も、
　　　とりあえずどちらかのバンド幅を、選択してください。

　　　　　０６）ＩＦ（フィルタ－）周波数設定のオ－プニング・メッセ－ジ

　ａ）次に、ＩＦ周波数を設定します。このまま待ってください。
　　次に進みます。

　　　　　０７）ＩＦ（フィルタ－）周波数設定（フィルタ－のセンタ－周波数を設定してください。）

　ａ）左の画面が表示されましたら、ＩＦ（フィルタ－）周波数設定となります。
　　　設定する周波数は、フィルタ－のセンタ－周波数を、設定してください。
　　　これは、リバ－スＶＦＯ時も、同じです。
　ｂ）５ＭＨｚからスタ－トします。
　ｃ）周波数を変えるには、ロ－タリ－エンコ－ダ－を回してください。
　　　初期変化値＝１００ＫＨｚで、変化します。
　ｄ）１００ＫＨｚ台で周波数を決めている途中で、「ＳＴＥＰキ－」を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押すと、Ｓｔｅｒｐ値が、１ＫＨｚになります。これで、４５５ＫＨｚなどに対応できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅ）周波数が設定しましたら、「ＥＮＴＥＲ－Ｋｅｙ」を、押してください。

　　　　　０８）ＶＦＯのモ－ド設定のオ－プニングメッセ－ジ
　
　ａ）次に、ＶＦＯのモ－ドを設定します。このまま待ってください。
　　　次に進みます。
　　　
　　　ＶＦＯのモ－ドは、３種類あります。
　　　１）ＬＣＤ　＝　ＶＦＯ　＋　ＩＦ　　　　　　ノ－マルＶＦＯ（正ＶＦＯ）
　　　２）ＬＣＤ　＝　ＶＦＯ　－　ＩＦ　　　　　　ノ－マルＶＦＯ（正ＶＦＯ）
　　　３）ＬＣＤ　＝　ＩＦ　－　ＶＦＯ　　　　　　リバ－スＶＦＯ（逆ＶＦＯ）

　　　　　０９）ＶＦＯのモ－ド設定　１
　ａ）初めに、ノ－マルＶＦＯ、リバ－スＶＦＯを、決定します。
　　　表示されているキ－を、押してください。
　　



　　　　　１０）ノ－マルＶＦＯを選択した場合の説明表示

　ａ）ノ－マルＶＦＯを選択した場合、ＬＣＤ表示させるための計算方法を
　　　説明します。
　　　このまま、待ってください次へ進みます。

　　　　　１１）リバ－スＶＦＯを選択した場合の説明表示

　　ａ）リバ－スＶＦＯを選択した場合、ＬＣＤ表示させるための計算方法を
　　　説明します。
　　　リバ－スＶＦＯを選択した場合、他の設定はありません。
　　　このまま、待ってください次へ進みます。

　　　　　１２）ノ－マルＶＦＯの設定　１　　（ノ－マルＶＦＯを選択した場合）

　ａ）ノ－マルＶＦＯを選択した場合、次にこの表示になります。
　　　ノ－マルＶＦＯで、足し算するか、引き算するかを選んでもらう
　　　説明文です。
　　　このまま、待ってください次へ進みます。

　　　　　１３）ノ－マルＶＦＯの設定　２　　（ノ－マルＶＦＯを選択した場合）

　ａ）ノ－マルＶＦＯの時、ＬＣＤ表示のために、どのように計算するかを
　　　選択し、指示されたキ－を、押してください。

　　　　　１４）リミッタ－・スイッチ設定のオ－プニング・メッセ－ジ

　ａ）リミッタ－スイッチは、ＶＦＯが設定したバンド幅へ達した場合、それ以上
　　　周波数が変化しないようにすることです。（５００ＫＨｚ　または　２００ＫＨｚ）

　　　　　１５）リミッタ－・スイッチ設定

　ａ）　Ｕｓｅ　・・・　リミッタ－を使用します。この場合の、リミット幅は、以前
　　　　　　　　　　　設定した、５００ＫＨｚ　または　２００ＫＨｚになります。

　ｂ）　Ｎｏ　　・・・　リミッタ－は使用しません。ＶＦＯ周波数は、連続可変します。
　　　　　　　　　　　多少不便な点もありますが、５０ＭＨｚなどで、バンド幅を
　　　　　　　　　　　１ＭＨｚまたは、それ以上欲しい時などに、こちらを選択します。
　　　　　　　　　　

　　　　



　

　　　　　　１６）ＶＦＯ設定の終了メッセ－ジ表示
　ａ）以上で、ＶＦＯの設定は終了となります。

　　　そのままで待っていると、先ほどの設定が反映されてＶＦＯが
　　　立ち上がります。

　　３）設定保存
　　　　
　　　　　設定した内容は、メモリ－に保存されますので、電源を入れれば設定した内容で、ＶＦＯが立ち上がります。
　　　　　メモリ－　１ｃｈに何もメモリ－していない場合、
　　　　　　　　　・ノ－マルＶＦＯ　　・・・　　バンドの低い周波数で、立ち上がります。
　　　　　　　　　・リバ－スＶＦＯ　　・・・　　バンドの高い周波数で、立ち上がります。

　　　　　メモ１：メモリ－の　ｃｈ１にメモリ－しておきますと、ＶＦＯの立ち上がり時、メモリ－周波数で立ち上がります。
　　　　　　　　　　リバ－スＶＦＯの場合、メモリ－の使用をお勧めします。
　　　　　メモ２：リバ－スＶＦＯ時、エンコ－ダ－の回転方向と、周波数の変化が合わない場合、エンコ－ダ－のＲＥ１，ＲＥ２の
　　　　　　　　　　配線を入れ替えてください。

******************************************************************************************************
                                                                                                                 ＣＹＴＥＣ　　　　２０２２／０４


